
「復興支援調査アーカイブ」概要 
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本資料はGIS学会年次講演会2012「東日本大震

災復興支援調査アーカイブ構築によるデータ流
通促進（関本他）」をもとに作成しています。 



背景～東日本大震災復興構想会議の提言 
「復興への提言～悲惨のなかの希望～」 
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• 今後の防災対策に資するため詳細な調査研究を行うこと。 

• 地震・津波災害等の記録･教訓の収集・保存・公開体制の整備を図ること。 

• こうした記録等について，誰もがアクセス可能な一元的に保存・活用できる
仕組みを構築し情報を発信すること。 



世界で進むオープンガバメント 
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http://www.epractice.eu/files/Power%20of%20Inf

ormation%20Taskforce%20Report.pdf 

http://www.data.gov 

米国 

英国 



アーカイブの目的とデータ項目 
• 極力、調査の生データを公開するとともに、Web上で簡単に視覚化が行

え、利用者の負担を最大限なくす環境を提供する。ただし、データの制約
により、限定的な公開とすることも許容する。 

• データ項目 
– 過去の復興計画 

– 浸水区域 

– 浸水深 

– 被災状況 

– 浸水痕跡 

– 建物被災状況 

– 建物被災エリア 

– 避難方法（個人） 

– 被災者状況 

– 防災施設被害（河川，海岸，急傾斜法面，砂防，防風林・防潮林） 

– インフラ被害（道路，港湾，下水道，公園，緑地） 

– ライフライン被害（上水道，ガス） 

– 公益施設被害（バス，病院・福祉） 

– 文教施設被害 

– 避難方法（個人・事業所） （9月末～10月に順次掲載予定） 
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商用利用もOK 
一部のデータは行政・研究機関限定で利用 
（一般アカウント取得後、下記URLで申請） 

http://fukkou.csis.u-tokyo.ac.jp/account/pledge 

利用規約 



システム構成 
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• オープンソースを中心に構成 



http://fukkou.csis.u-tokyo.ac.jp 



10 

建物被災状況 



11 

浸水痕跡（写真） 
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被災者状況 



 

13 

インフラ被害（道路） 


